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制度の背景（１）
農業・農村の多面的機能

国土の保全、水源の涵養（かんよう）、自然環境の保全、良好な景観の形成、
文化の伝承等、農村で農業生産活動が行われることにより生ずる、食料その他
の農産物の供給の機能以外の多面にわたる機能

引用：農林水産省Webサイト「農業・農村の有する多面的機能」

 洪水を防ぐ働き

～雨水を一時的に貯留して、ゆっくりと川に流す～

 土砂崩れや土の流出を防ぐ働き

～耕作された田畑は、土砂崩れや土の流出を防ぐ～

 河川の流れを安定させ、地下水を涵養する働き

～田畑に貯留した雨水等は、豊かな水源を涵養する～

 生物のすみかになる働き

～田畑は多様で豊かな生きものの命を育む～

 農村の景観を保全する働き

～農業の営みが「ふるさと」の美しい風景を守る～

 文化を伝承する働き

～農業の営みを通じて地域の伝統文化を受け継ぐ～

※この他にも様々な機能があります

「農業・農村の多面的機能」は日本国民の大切な“財産”

→ 維持・発揮させるためにも、農業を継続することが大変重要 2



制度の背景（２）
農業・農村の現状

多面的機能支払交付金

農業就業人口の年々減少、高齢化
→ 耕作放棄地面積の増加

農業生産に伴う地域の共同活動などに支えられ
てきた多面的機能の発揮に支障が生じつつある

平成２６年度から地域活動や営農活動に対する支援制度

「日本型直接支払制度」
（多面的機能支払交付金・中山間地域等直接支払交付金・環境保全型農業直接支払交付金）

 地域の共同活動に係る支援を行い、地域資源の適切な保全管理を推進
→ 担い手農家への農地集積という構造改革を後押し
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事業概要
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 保全管理する農地面積と活動内容に応じて、交付金を交付する。
 ５年間活動を継続することが条件となっている。

活動組織を設立

(１)農地維持支払交付金 資源向上支払交付金

水路の補修 水路の更新

水路の蓋設置 安全柵の設置

交付単価(上限)地目

4,400円/10a田

2,000円/10a畑

400円/10a草地

交付単価地目

1,500～2,400円/10a田

900～1,440円/10a畑

150～240円/10a草地

交付単価地目

3,000円/10a田

2,000円/10a畑

250円/10a草地

地域資源保全管理構想の作成

②地域資源の適切な保全管理のための推進活動

①地域資源の基礎的保全活動

農地法面の草刈り 水路の泥上げ 路面の維持

対象活動

水路のひび割れ補修 清掃活動 啓発活動

施設の機能診断 生き物調査 植栽活動

交付単価

水路、農道等の補修や植栽による景観形成等の農村環境の良好な保全活動を支援

交付単価 交付単価

(２)資源向上支払(共同) (３)資源向上支払(長寿命化)
対象活動 対象活動

農地、水路等の資源の基礎的保全管理活動や、
集落の話合いを支援

※非農業者の参画が必要。

①施設の軽微な補修 ②農村環境保全活動 施設の長寿命化
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高齢化や農業者の減少により活動参加者が減少
１⼈あたりの作業の負担が⼤きく将来が不安

外部からやる気のある個⼈・団体等が活動に参加し、農地の保全管理が図られる

地域で困っている⼈の⼒になりたい
余った時間を有効活用したい

マッチング

お互いのニーズを判断して マッチング！

活動組織Ｂ活動組織Ｂ

活動組織Ｃ活動組織Ｃ

活動組織Ａ活動組織Ａ

草刈り作業に参加者が不⾜
し、管理が⼤変

書類が複雑でパソコンに慣れ
ないため、事務処理が⼤変

⼤型の⽔路があり、重機を使
えないと泥上げが⼤変

個⼈Ｚ

重機の免許を持っているため、
重機が必要な作業が得意

企業Ｙ

パソコン操作に⻑けていて、
事務処理が得意

マッチングの仕組み

学校Ｘ

社会貢献の体験として学生
を草刈作業等に参加させたい

活動組織Ａ
・○月○日
・○○市
・草刈り
・○時〜

活動組織Ｂ
・△月△日〜
・△△町△△
・事務作業

活動組織Ｃ
・□月□日
・□□村□□
・泥上げ
・□時〜
・重機運転手希望

外部団体等がいつでも情報を確認できる
よう募集リストを公開

投
稿
を
依
頼

群馬県水土里保全協議会ＨＰにマッチングサイトを開設活動組織

募
集
リ
ス
ト
を
確
認

外部団体等
群馬県水土里保全協議会

応募報告

マッチングの取り組み
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